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は じ め らこ

春日丼市立 中部中学校
校長  荻原 克巳

バズ学習にとりくんだ動機は学校によつてさまざまであるが、その動機は大きく三分す

ることができる。
一つは、これまでの学校の態勢が生んだ阻書条件を排除したり、そ机を解決するために

であり、他の一つは、教育観からくる必要性を満たすためにである。

もうどうにもならなしヽ、なんとかしなけ机ばならなしヽという切実感が、バズ学習への動

機となつた例は全国でも多しヽ。教師がいくら熱心に指導しても生徒の学習意欲が低調で、
いうこうに学習効果はあがらないとか、T女のきつ抗はいうに及ばず、生徒饉々の有機鶴
なつながりのなむヽまま、学級は学習集国と毎ヽう意識のなむヽまま、競争的・排他的な頓出を

動長させてしヽる姿をみかねてとか、読発する生活指導上の事件や問題点を解決するたわと

か、あるしヽは、辺地という地域性からくる鶴鐘的な性格を克服するためとか、もヽろむヽろあ

る。 しかし、これらは動機の要素ではあり得ても、バズ学習がそねらをすぐ解決したり
克腰できるという特効薬的なものだと期待したわけではなむヽ。事実、教育という仕事はそ

んな単純なものではない。でもいつの目か成果ざみら机るだろう、近しヽ将来児童生徒中学

毅の姿が変つていくだろうと、ひそかな期待をよせた通とはほんとうだろう。

なぜそんな問題点があるのか、なぜむヽつまでも排除できなむヽ輸か、といった要因なさく

りながら、教育の基本にたちかえるとき、私たちはだれか机鍮別なく、これまでの絵青畿

勢について反省する必要に迫られたわけである。教育の基本にたらかえるとはどういうこ

とか、従来の教育態勢の反省から何があげられるか、ということについては、もヽず紀本研

究集会の随所でふれていくことになるが、それこそパズ学習のねらいそのものにほかなら

ない。

三分した動機の一つ、教育観からくる必要性も、実は今まで述べてきたことと異なるも

のではない。教育とはどうすることか、どういう人間を育てることざたむヽせけなのか、勤

率り高い指導をするためにはどうするか等々、これらの問いに対するとき、きまつてだれ

ももが従来の教育態勢の反省に帰着してしまう。つまり、大きく分けられそうなこの二つ

の動機は、やつぱり同じだとしヽうことに気づくのである。
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ノ電ズ 鋳墾藝酢ふこ 感 l城酢 授 :睾訳砂 歌 議

滋賀県伊吹町立 伊吹小学校
校長 石河 竹二郎

1 と機からの学校教育とバズ学習

(ア )自己教育力の育成

自己教育力とは、自発的意志で、自己に適した方法と自らの責任で選択し、生涯を通し

て継続して実行する力である。

《イ)臨教審鈴握げる目標

○ひろ懸ヽ心、すこやかな体、ゆたかな創造力

○自由 0自律と公共の精神

○世界の中の日本人

(ウ )バズ学習のとなえてきた最終日標

○白主的・主体的に行動できる人間 (自主性)

○鐘人を認め、他人と協力できる人間 (協調性 )

○学ぶ喜ぴ、新しむヽものを創造する喜びを知る人闘 (創造性)

パズ学習は、感主性。協調性 0創造性を三本の柱とする人間づくりを目指す教育である。

2 学校教育の改革は授業の改善から

授業筵対する考え方を翻態然のままにしておしヽて、生活指導や家庭学量の問題にいくら

ん点をおむヽても期待する成果は上らない。

学校教育の基本は、やはり、「人間関係を基盤とする学習指導のあり方、全員参加を

目指す授業のあり方Jを追求することである。私は、塩田芳久先生鍮提示された、教育
のあり方饉繭する四つの基本となる仮定と、その方法論を組みたてるための心理学的原

理を、各崚の実態に会わせて徹底理解し、授業の改善に努ぬることざ肝要であると考え

ている。

3 アクションリサーチによるバズ学習の研究

研究者グループと実践者グループとの共同研究である。今後翁教育研究◆授業研究の

あり方として、極めて有力な方法と考えられる。五個荘小学校では、学者グループの理

論・仮議を、特定の単元をとりあげて、その有効性を実証しようと試みたが、研究者と

実践者0それぐれの必要とする通とを相互の補完しあつて、極めて有意義な研究となつ
た。とくに実践者グループでは、研究の根鍵、経過、成果など、従来の経験と勘に頼る

だけでなく、より覇確に、より科学的に、自信をもつて対応することができた。また、

私たち、教師自身の教育に対する、:爾む壕 覚を打破することができた。
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《輪

4 バズ学習を推進するとき、とくに大切にした鬱ヽ研究の根点

《1)指導の目標を認知釣 (技瞳的》量標だけでなく、ほ度の翔標も蠅確鍾すること。
《2)単元全体を見通して、授業を、経験飾蠅繭と轟鑢儡爾爾錮盪権者考えて、駄り攣進
鶉範ともえること。計画、Rはもの最鼈にも、電贔讐参嬢墓慧る工夫をす魃道と。
《単元見通し学習)
1学冒働震開鍾隠しては、溺機に即した「響彊熙饒麒隧Jが饉彎で轟磯こと。

《4》 学圏姫隠しては、課題縫対す靡蒻は人の考え重七やつかり持為壇る道と機
《綺》颯疵くおける権重藷燿讐鰺影絋り、ほ辟注か0熱膠楊憑襄暉饂蝙豊楼膊≧弛褒
《躁}辣眩予羹等八義襲山枠て、え文瘍颯勒又凩珊辣辟蝙えず籍われ鰺贔靡範警甕曇≧鬱

け バズ学習を実践した感想

《鴬》蠅量の変化

◎学習の雰囲気が楽しく、明るいものとなる。

○学習の意欲が高まり、向上心がみられるよう鍾なる。

①課題意識をもち、見通しを立てて、学藩鍾参畑できるようになる。

○他人の考えをよく聞き、自分の意見を朧せず鍾発言できる。

○物事を多面的に見たり考えたりできるようになる。

○家庭で命学霧も計画を立て、ひとつでやれるようになる。

①学級全体が準握集国としてりまとまりをみせる。

○教科で学習したことが、学校生活全般や家庭生活にもよい影警を及ぼす.

(2》 学毅と教師の変化

◎教育とは何か、指導とは何かを常に掲むヽ続け昏糞剣鍮釉凸気膠能聰の集厄鍾育つよう

になる。

①教鰯間の協力態勢がよくなる。

○授業改善のための科学的手法の大切さが認識され、創意と正夫をこらした主張のある

授業研究がなされる。

6 バズ学習の今後

児童の情報交換の議l糠とそれに先立つ個人思考のさせ方、よりよしヽ課題の立て方、鐘慶

目標の評価などの研究を一種深鋤ることにより、バズ学国は、今叫ばれて急ヽろ教欝の大

改革のうねりに対し、ますます碁要欠くことのできない理論として、生き続けていくて

おろう。
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児 童 生 徒 の 学 力 保 障 を ぬ ざ し て

姫路市立 四郷小学校
校長  加藤 倖一

なぜバズ学圏をとり入れたか、と間われれば即座に「学力の保障」と答えねばならない。

思えば55年安室中学校が新設開校した当時、3年生を筆頭に学校全体が非行の増場で
あつた。開校式さなか、教育長や新学校長の祝辞中においても聴く態度は微塵もなく、前
後左右ほしいが載 のゝ行動であつた.4月中にはや真新しい校舎が次々破壊されていった。
階段や郷下の藩書き、トイレ便器はおろか天丼まで破壊していく非行、数々の物的損失を
学校建進物鍛本来鈴目的を果すべく需要費では到底賄いきれなしヽ状態であつた。
学絞へは学ぴに来る意志は全くなく、唯自分の存在を誇示したもヽが為と無目的の、また

怠惰性に議ちた生活鍾刺激を得たいが故に、10時前後授業中に登校するのを常としてい
た。

彼等が授業を妨害しなければまだ救われるが、指笛を吹きならして合図をおくる、合流
しなければ教室へ入り込み誘い出す。そこに授業中の教師とのトラブルが発生する。近隣
のまた職量室で執務中の教師が駈けつける、生徒は廊下にむらがり出る (野次をとばした
り、けしかけたりしながら)。 これはほんの一部にしか過ぎないが、こんな状態ではおよ
そ「学校」とは言えなしヽ。地域の人たちの期待にこたえることすら不可能である。さらに
我々教節も教師たる存在価値を見失つてしまい意欲的で積極的な指導ができないばかりか、
エネルギーが無駄に消費していくばかりで不快感のみ上昇し、やがては登校拒否的前兆す
ら認められだした。

○ 正常化を鋤ざして

ア.指導体制の確立

教師が各個バラバラの教育観に基づく教育事業を行つていたのでは、生徒に学力 (生き
て働き得る力)を保障することはおよそ不可能である。そこで指導体制の一元化を意図し
て「バズ学習Jを行うことにした。
・教師の研修

「バズ学習の理論と実際」による自己研修を夏季休業中に行つたり、先進校参観 (金職
員)をさせて頂いたりしながら全校あげての態勢を確立した。
・特設バズ

より高至な学習集団づくりをめざして朝バズ・終バズを実施した。易きに流れようとす
る人間の脆弱さを相互の支えと励ましにより、不断に自己に対する厳しさを追求させるた
めに設営したわけであるが、これは学習バズや家庭での予習、復習と一連のサイクル性を
持たせたことは言うまでもない。

- 4 -



イ。学習集団づくり

・学級集団を学習集団に高める努力

個の自党と自立を確立するには集団の質が豊かでなければならなをヽ。支え合つていく集
爾意欲的な集回は、相互の容認が基盤となる。厳しく自己を鍛えようとする責任感釣ある
態度もそ鋤条件となる。規律・規範を欠むヽた状態での鍵爾は「学習集圃」とは言えなもヽ。
他律的に全校生を講1練した。とにかく、金教師が共通行動をとることを確認し合しヽ、最瞳
づくりを始鍛たわけである。集団翁率での爾翁確立を意図して自分のあり方を進求さ鷲危。
その結築、徐々にではあったが非行生の数が減少し、また臨立f怒してもヽつた。

○ 授業改善

ア。人間関係

学習活動を有効に行うには、教師と生徒及び豊徒纏菫%の鐘畿爾爆が最低条件である。
いくら一生懸命に指導しても、対症療法的ならのであれほ横兆蟷又争援難撞嚢、政たいけ
颯行兆等々翁爾題は解決しきれない。そこで、数育翁審核を F鑽業ゴ毛のもの鍾焦点を合
わ越、望ましむヽ人間関係り育成を学麗指導のに程で高鍮るとと妊した。すなわ与謳知と鐘
醸F野爾覇曖難霙奄瑳瓢図的にとりくんだわけである。

イ。鐘母充実と尊重

一薦釣。国一的でありまた強制的になり勝ちな教師対生徒り指導では、一人ひとりを青
竃鈴こと鯨およそ不可能である。無饉鍾なるがる生徒たもの可颯性をひ蔚鑢さ鑢はな場な
り。 価鶉鞭解度のみでの評面でなく、かけ辟た0饉い陶整靱Å卜性な壌い、A涸形成を
締秘場の設定をしてをヽくこと鍾より、性徒綽やる無釉瘍狡成を栃やな蓼犠攣又菫饉蟄豊徒
贔難であるという自党を経していつたゅ襴mことも短奪え合い、蒻董瑯蔓Å翁けていえや
ら範攣又饉鑽中学還ξ意欲が育っていったわで雉眩.

け,攀んのえ上

そうそもパズ学習は、生徒鍾学ぶ慧数の議成と学ぴ方脅攀ぱせ靡た薇の一節はで蝙膠写
その銀底軽議仲間としての連驀懸・鐘醸感綽培議の霊霧ざなけ魏はならな幹.趙糞瘍吻饉
バズ学習延精iinした教舞 (A》 と書錘したはかりで轟歳り渕儡けていない鑢導者 《痺》鰤
の比較である。この表をみて嬢縄鍾バズ学蜃鍮魏咤ガあるかな難して覇きた議ヽ鋤
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上図の調査対象は1年生で2学期中間考査 (英語科)のものである。

○ 成果

◆校舎の破損は皆無になつたばかりか美化奉仕活動も徹底.し、今やゴミひとつ落ちてい
ない学校になつた。

・学習活動も活気に溢れ、全員参加の授業が毎日展開されている。
・高校合格率も55年度の80。 1%に対し60年度は89.50/0と向上した。

A.バズ学習 B。 一斉学習が主のクラス

クラス

人数

2 3 4 5 6 7 8

99点以上 ■

‥ 9 5 9 3 4 6 5
80 ″ 14 12 7 4 7 9 6 8
70 ″ 2

■

‥ 10 5 8 9 7 10
60 ″ 7 8 10 ■

‥
■
‥ 10 6 8 3

50 ″ 5 4 4 2 8 7 5 3
40 ″ 4 0 5 5 5 5 7 8
30 ″ 3 2 ◎ 2 4
20 ″ 2 2 3 2 2 4 3 3
10 ″ 0 0 0 0 0 ◎ 2
0点 0 0 0 2 O 0
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教 え る こ と は 学 ぶ こ と

岐阜県土岐市立 泉中学校
校長  清水 快雄

1。 つめこみ補習と非行の中で

昭和3506年、戦後の第1次ベビープームを迎えようとする頃であつた。
高校進学率は本校でようやく600/0台へ突入する程度ではあつたが、親の異常な進学ヘ

の関心とも相まつて、補習授業はまさに全盛時代、女生徒は親が当番制で迎えに来させて、
夜3時頃までの授業が続いてむヽた。
当然の帰結として、落ちこばれ 一 非行化の図式は、泉中生徒の集国万引事件としてマ

スコミをにぎわせるし、教室の壁に穴をあけて隣室への出入口にする学級までが出現した。
こうした憂うべき状況の中で、「学級づくりを基盤とした身につく学習指導」をテーマ

に掲ず、生徒自らに学ぼう・高まろうとする気運を持たせなくては、学力の充実はないこ
とを確認しあつて来た。

絞長の大英断で、PttA総会で補習授業の全廃を宣言し、学力向上り施策を説明したが、
親の不安拡大きく、学力充実の具体的実践の不明確な職員間にもかなりの動揺はあつた。

2。 教育目標興現に数する教育の開発

『実力のある民主的実践人の育成』昭和37年度に部分修正してでき上がつた本校の教
育目標である。

確かな学力・豊かな人間性◆遅しりヽ心身としヽう実力をつけさせるために、学校運営の基
本組織として、学習部・生活部◆健康部の三部制がしかれた。

民主的実践人の具体像として、協同の目標をめざして◆自分を薦めながら◆集団を高め
あう、という、日あてづくり。自分づくり◆仲間づくり=略称三づくり=を画もヽた。
三づくりを通して実力を身につけていく学校生活の具現、そして結果として三づくりの
できる人=轟主的実銭人=を育てるという、学校教育目標の基本の構造的把握を行つた。
方法原理であると同時に目標原理としての三づくりは、「このことについて」という第
,次の目あて作り、「私はこう思う」としヽう自分づくり、「あなたはどう思うか」という
仲閥づくりを通して「それではこうしよう」という第二次の目あてづくりへの高まりであ
ると具体イ≧事れた。教科・道徳◆特活鍛金領域から学校生活の金分野で約二づくりの具現
化方策が三部組織の中で練りあげられた。

3。 バズ学習と母議会もヽ

認めありヽ、励ましあむヽ、鍛えあいながら集団としての高まりを実現するという、補習つ
めこみで他人を蹴落すこととはまつたく相反する理念の異現は、学級集覇の人間関係の成
熟なれには考えられなりヽことである。
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こうした根本的な意識の変容をどのように指導するのかを求め続けている間に、たまた

ま愛知県八開中学校のパズに触れる機会をつかみ得た時の感激は大きかつた。

集団の中へ自己をさらけ出し、心から仲間の向上を顧うが故に厳しく追及しあう姿に触

れ、百間は一見に如かずと生徒に直接その姿を参観させることにした。社会見学コースに

入開中学のパズ参観を組みこんだのである。

自分の答案をグループの前へさらけ出し、頭を書きながら教えを乞う生徒、学級の約束

を守れぬメンバーを涙を流しながら追究しているリーダー、こうした姿に直接触れ、その

真剣でしかも暖かみのある学級集団のすばらしさを体感した本校生徒の中へ、バズの高ま

りは加速度的に着実に定着していつた.

4。 菖次元の続■を合言葉に

学校教育目標具現のための基本理念として導入されたバズ、しかし具体的な指導の手段

となると迷うことばかりであつた.そしてその頃、本校の流行語の一つに、「高次元の統
一」があつた。とにかく実践してみよう。どこかの成功例は遠慮なく真似しよう、やがて

その営みは一歩高い所で統一が計られるであろうという仮説である。

班の人数も3・ 406・ 8人など担任の思いで種々試行された。日々 の生活の反省と明
日への計画作りの三づくリノートも、各学年ごとに毎学期修正が加えられ、一年間に9種

類のノートが作られた。対人法中心の学級、輸番法中心の学級等々、とにかく三づくり活

動を通して三づくりのできる生徒を育てるという基本理念と、補習全廃の英断の中で、生

徒と親に確かな学力づけを保障する責任感に支えられながら、より高次なるものを求めて

歩き続けたのである.

「泉中出身者はテストの答案を配る時にすぐ分る。クシヤクシャと答案をかくす生徒等

の中で、仲間の机上へ平気で答案をひろげて、誤答への教えを受けている者、それが泉中

出身者だ.Jノ ズ`導入後∵・二年目から、よく高校の先生にこんな言葉を聞いたものであ

る。

「教えることは三度学ぶことだ」生徒たちに徹底して全職員が具体を通して教え込んで

入つた言葉でもある。
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令1日,教育におい了最大,緊急課覇であ●同和教育澤動年開る問題であり、:広筆な運動
のごく片隅の実践であるが、私個人の位置から、そのすじ道の概略を述べた.む :｀6.1‐

〈同和教育運動の本質〉

1今日、1本華呼甲や社会矛盾博、象撃的年、しかも集中的に、部落差別に現象して|ヽる。
同和教育運動は、被差別部落の完全解放をめざし、それを支えている諸差別の解消を目
標とする解放運動のす翼である。
その背景は過去の教育が部落差別を温存◆助長する側輝立つていた、すなわち差Blj教育
であつ舞という具体的な事実にある。=
■卒軍響年は準本,撃育,今面否定で●るt
‐弯
～
、_部著間覇の本質が、1分裂の手段として部落差別が用いらねたところにある以上、

同和教育運動はすぐれて団結の論理年貫かれてぃなければならなもヽ。     .    ―

く教育行政差別のもたらすもの〉

.教育行政差別は、広島県においては全日制分稼に典型的拝現象してしヽたJ:
‐甲り県立高機で■りながら、極めて翁悪な条件下年放置さ机、そこへ選別体制下で低位
のシツテノレをはられた生徒がたどりつく。

撃争誓申弔が碑拳騨的な林事におか与ていることから、‐‐層差Blj意識は増大し、他を差
Bljしなければ立う瀬のない状態になる。

現象的には、審ヽじめであり、あきらわであり、無関心の装むヽであり、また反社会的問題
行動である。究極は差別事件である。
一方では、その差別実態を眼前にする地域住民も分校に対する差別意識を増幅させ、決
して問題解決に立ち向かおうとはしなむヽ。

く教師こそが最大の教育条件である〉

そのような差別実態の中で、分校に勤務する教師自身が、最も強烈な分校に対する差Elj
意識の持ち主になり、主体性を失むヽ、その日暮しを始めていた。
これはまぎれもなく差別教育の実践者を意味していることに、解放運動に学ぶ中で気付
かされていく。

まずなによりも自己の差別体質の克服が緊急な課題であり、そりたぬには分校の差別実
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態解消へのたたかいを主体的に組織し、解放運動に参加する以外になしヽととらえ、その主
体を鮮明にする意志を命題化したのが標記のことばであつた。

く尾三地区高校分校部運動〉

分校差別解消のためには、同じ条件下におかれている地区内の分校が団結して、独立校
化へ向けての運動体として分校部を結成した。

運動の中核は、行政差別の結果、疎外状況におかれている生徒への取り組みを、教育実
践の点検の中で推進し、その内容を明確にすることで行政に迫ることにあった。

く教科指導が先か、生活指導が先か〉

運動を推進するためには、まず教師が主体的な力量をつける必要があつた。
合宿研を含む学習会を組織しようとしヽう段階で、その中心テーマを、わかる授業研究が
先だとする者と、まず机につかせる指導の研究が先だとする者とに分れて議論され、結局
教科指導から入つたが、その対置する発想からは脱却できなかつた。

く中高の連携〉

地域総合高校をめざした独立校化の運動は、一方では地域への働き掛けを志向し、とり
わけ中学校との連携を開始した。

その時点で、豊高校 (下島分校)の学区というべき地元中学校では、すでにバズ学習の
取り組みがされていたが、出身生徒からは、その実践がうかがえなかつた。
しかし、そこに変化が見られた時点で、やつと交流が本格的になつた。

くさまざまな模索の中で〉

しかし、基本的には独自の方向付けを試みようとして、種々の研究会などへの参加など
模索を続けたが、現実の実態と、その解決への震望が見しヽ出せなかつた。
また、各絞でのすぐれた実践報告などからの体系化の力量もなかつた。

く認知目標と態度目標の同時達成を輸ざす〉

このバズ学習の基本的な理念への出会場ヽが、すなわち、「統合J母発想が、それ歳での
私たちの決定的な欠落点を強烈に指弾された思しヽ鍾させられた。
教育の総体を、あたかも各分野り集合体であるか鍛よう鍾とらえてむヽたことを意味する。
同和教育を総ての教育の基底にすると争ヽう基本的な観点も、実は観念的なも鈴であつた
ことも思もヽ知らされたのであった。

また、塩圏芳久先生の、学校現揚において、せめて、教育と管理を5分 5分ぐらいまで
は教育を弓:き上げて欲しむヽとむヽう鍵銀は、教師の内なる管理体質の糾弾でもあつた。
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分 科 会

ど の よ う に バ 」ズ 学 習 を 進 ぬ る か



ノ電ズ 学 習 =個 ふ
こ 応 じ た 指 導 の シ ス テ ム

杉江 修治 (申東大学教授)

<バズ学習の特色>

バズ学習とむヽう名称は、バズ。セッションにその源が鰊る。学校学習で、学級角を小集
爾鍾分けて同一課題について討議させ、討議結業を学畿全体に持ち寄るとしヽうバズ・セッ
シ弱ンを導入することの有効性を融機、積極的紅活用したので、そこにバズ命名が電せ犠
れた。

しかし、バズ学習はその実践。研究0当初から、一つり教育論としヽう性格をもつてむヽた。
Fバズ学習」とは、小集団を用むヽる特定Φ指導技法をさすことばではなもヽ。次にのべるよ
うな、教育に対する基本的な立場をさす0だ。小焦国の話用法をはじめとする、指導ゆた
めの豊富な工夫は、バズ学習の立場・考えを実現する手段として開発されてきたりだ。

1 バズ学習の基本的立場                 
合

バズ学習の主導的研究者である塩圏芳久は、次のようなぬ容の基本的仮定をかかけてき
た。

《1)入爾は個性的存在であると同時に社会的存在である。
《鵞)救書は児童・生徒一人ひとりの難己畿舎。心≧宝理を振靱す機プ園セスである。 (幽
直指導・自己議1続のできる人間の育成)。

(3)人間関係は教育の基盤である。

(4)組織的な教育は、通常、集団状況での教育である。

(5)児童・生徒は、教師から学ぶと同時に仲麗からも多く翁ことざらを学ぶ。
との五項目に加えてさらに、教育改善を鍮ざす寅錢的な覇究者方蛉づけるに必要な五つ
の基本的視点が、教育心理学的な知見をふまえて求される。
O教育は一人ひとりの被教育者り、Rま し難弯 颯変化を求鍮るプ圏セスである。そこでの
教育活動には、(a)学習躍標の設定と具体fむ、(b)学躙経験0経織化 《難導手勒きの話
剰》 (C)学習効果の評価 (指導手続改善のた薇翁請隧)の三菱素を含まなくてはなり
をきヽ。

◎学習は学圏者の自己活動である。そこでは、学覇者が(a)達成すべき曲己園源を冬って
りる、(b)目標達成に必要な情報鐘鯉鑓力をもってむヽら、(c)そ翁震攘達成饉曇要な構
報が活用できる環境条件写ある、と酵ヽう麟銀が満だされなくてll■酵ヽけない。さら鍾、学
麗者の側の諸条件、am艤づけ勲ステム 《学冒者写爾標鍾%から強さと方向)、 わ胚知
システム (学習に際してなされな構鞭に理の鐘方な鸞定す繹爾鐵贔造)、 C態度鶉シス
テム (学習者がうけとる情報を壽価する際翁艤向性》、銀曲濾システム (学甕種翁心卜
巫議の内容と自己評価基準)を、常に考慮しなくてはならない。
OM題のなもヽと逼ろに学圏ll■存在しな鮨ヽ。ど翁ような繭題紅どのようになり纏ませるか鍾
駄つて、学響結果の質と豊範は大きな差写雄犠れる。
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③学習活動は融知的、懇度的、価値的な全体的過程にわたる。したがつて、指導鍾験して

は、少なくとも認知的目標と態度的目標が、同時達成を企画して、餓列的にかかげられ

る必要がある。

e評価命本質は、国銀達成行動におけるフイードバツク機能である。指導者による評価情

報曰翔融洪鍾加えて、難 の農己評価、相互評価が歿 されなけ鑢 ならな争ヽ。

パズ学冒は、集鐵鍛育成鍾主眼をおく集圃主義教育とは明らか銀一線を国している。バ

ズ学国はたしか鍾指導過程で/1L集団活動を多く用しヽる。しかし始れはあくまで、児童・生

徒の個を生かす手段として位置づくものであることは、以上り諸点から明らかであろう。

2 バズ学国の研究

バズ学習は、先の諸仮定、諸視点に立つてしヽるがゆえに、その関心は学習指導の諸領域

鍾広くわたつてしヽる。児童・生徒の望ましむヽ変化を求めて、これまで、一つひとつの学校

の、状況、問題に応じた最適の指導システムを、学校学習の金領域にわたつて作り上げて

もヽくという試みを、継続的に行つてきている。

教育研究では、机上の理論、主観的な実践は重要な意味をもたなもヽ。実践者と研究者が

相互の経験を生かし、教育の現実のなかでことがらに取り組んでむヽかなくてはならない。

パズ学習は、一貫してアクション 0リサーチ、すなわち、科学的な方法をもつて現実の間

題の解決を圏るとしヽう研究の立場をとつてきた。現場教師と教育心理学の研究者とが共同

して作りあげてきた科学的研究成果が、意義あるものとして実践に多く取り入れられてき

て鮨`る。

<バズ学習の研究と実践の展開>

弯 バズ。単元見通し方式によるバズ学習

教育指導でバズ学雪をどう実現するか、その方法上の工夫例を紹介する。最近は、バズ

攣元晃通し方式と鮨ヽうモデルギ開発 0検討されてきている。

それは、(a)学習単元働ような、学習内容のひとまとまりを単位に指導計画をたてるこ

と、(b)単元で扱う一連の課題と、課題間の関連性を、学習のスケジュールと合わせて学

蟄義鍾覇確に示し徹底する手続きをとること、(C)学習指導計画は基本的に教師が行うが、

学習購動は児童 0生徒の主導性を大切にする (ただし教師の適切なまとめの指導は必要と

すること)、 .(d)必要な評価活動を積極的に導入すること、としヽつた要件を含むもりであ

る。

指導過程にしたがってこのモデル鍛概要を示そう。

(1)学習課題づくり

新しもヽ単元に入る前に、単元中の指導目標を単元単位で構造化する。指導のスケジュー

ル書立てる。ただし、指導目標はあくまで教動にとつての轟標である。電量 0生徒になつ

ての購標とするたぬ鍾は、それは学習圏機と慾ヽうげで、彼らに理解できるようになす必要

がある。燿菫。住雑鍾理解されやすくするた薇鍾、八ズ学国では難機のMI亀鍾舞雉るこ
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とを求めてし`る。       |
課題(丁ask)はいいかえれば「仕事Jであう。電童意生徒かをすべき仕事として示すつで

ヽ

の購進ξ臨を行う。この作業によつてね館の購嫁の方向づけ山聰彎P,野奮やF‐   ‐ ‐
42)事前テストの実施                 ''   ‐

沃                  ‐  ‐
合もある。

(3)単元第一時眼の指導

舞一時限の中心的な内容は、単党の学尚諄%のぬ答と系列、穏々の課瞳不単元全体のな

かにどう位置づくのかを、教師主導で購議することで魃薇られる。学習内容を学習者に、

攀元単位で十分に把握させるた機のこの時財を生み鑢す銀な、課題鋳精選が必要である。

一見余分なように思われるこ翁時鸞鍾形成さ梶鶉攀蓼内容の見通しが学習を提進すること

は、実証的にも確かめられている。

(4)単元第二時限以降の指導

鶴二鋳鰻以降は学習者鍛轟番とする。教鸞態まず学習課題を示し、解決のための情報を

もえは。学冒者は個人で轍慮して沃種鍾取り組む。そしてつづく小集団の取り組みで亘む`

範鶉報交換をし、自らの考えを正したり、定着を図つたりする6教師は時間の最後に的確

はまと輸の指導を行う。攣習者の思考過程には原則として分入しなひ。一時間に扱う課題

瞼激弩～2種程度にまと総る。

(5)単元最終鋳鈴指導

攣えな進してのまと雹のレ瞼をね節ざ行う。蝙認綽た雹鰊薫し含むヽ攣晰も購層される。

そ等)事後テストの実施

事繭テストと鶴一兆害のテストを実施し、学尚綾輌鸞猾価を行呼。また、懇度繭につい

て山、アンケー罪譲査をはりぬとすみ爾興であ画を行う。羊面につ酵`ては、授業や違攀で

晰、顆隋猾機の形で積極鋳鍾導入する通と辟嚢裁響酵ヽ◎

と進鍾示し難モデルは、数輔鍾より、R量 鬱監徒の状眩はよりきまざま羹悠用される逗

と辟畿範となつてい呼。楊よよりも、尤難銀憫眩炒祗写Å鮨で熙る工となのべるまで亀鍮

をLs

童 広範を教育場面で鞭効なパズ学仄

クラプ感動やホームルーム轟蜀、きまざまな学綾行覇鍾バズ攣

"の
援量を懸入けて鑽褥

蛉魃りたという実践例は多も`。また、種亜信頼が教勒も含鍮て形成さ絶たりな鍵囃づくり

は穐餘量藝壼徒の進感を提進する。こりおけ、中学綾で非行を機本か疹蒐援し鮭馨蠅ン、

登鍍鐘諷でバズ学璽鍾なつ纏んだ予校に位爾もあり、必沐な吻鍾鍾こぐゝパズ学渕瘍考え

方写鱚浴埒緻宦菫え鍾毅ること辟示さ範できている。
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そのような学校では、しばしば「地域バズ」、「町別バズJといつた名称をもつ、地域
単位の、学年たて割りのパズ・グループを、教師と父兄の連携のもとに運営するにいたっ
ている.教育の社会的文脈を重視するパズ学習の立場にもとづき、近年、地域の幼・小・
中・高校を通して、地域の教育課題にとりくむという、大きな実践的試みも行われている。

3 バズ学習研究の組織

バズ学習の研究者、実践者で、「全国バズ学習研究会」が結成されている.毎年、実践
校による公開授業を伴う研究集会を開き、機関誌「バズ学習」を刊行している。事務局は
現在、姫路市立高丘中学校内 (〒670姫路市山吹1-4‐ 13)にある。
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バズ・単元見通し学習の指導案

― 中学校数学「平方根」を教材として一

1。 はじめに

この研究資料は,バズ・単元見通し方式によった教案例を内容としてい

る。バズ・単元見通し方式は,バズ学習の基本的な教育的立場を実現する

ための有力な学習指導手続きである。その内容については塩田・横田

(1981)に のべられている。またその教育的意義と,実践への適用上の諸問

題については杉江(1984a)が補足を加えている。

しかし,各教科の多様な教材を,実際にバズ・単元見通し方式の形にく

みたてることは必ずしも容易ではない。教科に即した内容の修得と同時

に,態度的な指導諸目標を児童生徒に達成させてゆくという観点,課題の

十分な把握にはじまり,適切な学習活動,的確な評価活動を一貫して行う

ための授業設計といった,学習指導の全過程に及ぶ配慮は,やはリー定の

経験を必要とする。学習指導は,教師の教え込み,すなわち教師主導では

なく,児童生徒が学ぶこと,すなわち児童生徒主導で行われることが本来

の姿であるという,極めて明瞭なことがらも, ここではたてまえとしてで

はなく実践されなくてはならない。

本研究では,先の 2つの論述の中では未だ十分とはいえなかった,具体

的かつ詳細な,単元見通し学習の学習指導過程のモデルを示した。指導の

ステップについては,特徴的なものはその教育的意義もあわせて論じた。

ここでは中学校 3年生,数学の中から「平方根」という単元を材料とした。

2.教材の概要

教案をたてるにあたつて啓林館の教科書ならびに指導書を主なよりどこ

ろとして,15時限 1単元の授業案を作成した。まず教材の概要を示そう。

(1)指導書による指導目標

指導書によれば, この単元では大きく3う の指導目標がたてられてい

る。その内容は次の通りであるも

治江杉
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指導目標

① ll方することの逆の計算を考えることによって,平方根を導入し,数の範囲

を広げる。

② つぎに,平方根表によって,近似値を求めること,根号を含んだ式の取り扱
いを指導し,平方根を十分使えるようにする。

③最後に, 有理数と無理数について, ′lヽ数で表わしたときの特徴を考えさせ

る。

(2)教科書のくみたて

次に学習指導内容の概略を示すために,用いた教科書の内容的なくみた

てを示す。それは大きく4つの節に分けられている。各節の見出しは以下

の通りである。

①「・平方根」

②「平方根表」

③「根号をぶ、くんだ式の計算」

④「有理数と無理数」

各節でぶ、れられている中味の要約を次に示す。

① では平方根の定義とその性質が多面的かつ具体的に紹介される。ま

ず,図を用いて実測させながらX2=2と いう数 Xの存在に気付かせ,こ
のXを .7~(ルニト2)と 書き,読むことを知らせ,、フの値の範囲を具体

例を用いて検討させるし、
~を
根号と呼ぶこと,平方根の定義 (「2乗する

とaになる数をaの平方根という」),正の数の平方根は正,負 2つあるこ
と,0の平方根は0であること,負の数の平方根はないことが解説される。
また,要所に練習問題が挿入されている。

②では平方根表を用いて平方根の近似値を求める方法が解説される。ま

ず,平方根表で直接求められる数の平方根の求め方を具体的に示し,つづ
いて平方根表にない範囲の数の平方根の近似値を求める方法を紹介する。

そこでは平方根の積と商の公式が,証明とあわせて示される。さらに問題
例を引いてけた数の大きい数,小数点から下の小さい数の平方根の求め方
を
警
説している。節の終りには豊富な練習問題が用意されている。

③では根号を含んだ式の計算の仕方を解説し,練習をさせる。まず,積
と商の解説をする。また根号の外にある数字を中に入れる仕方 (2.′丁 →

、可アL逆に根号内の数字を外に出すことができる場合があること (,可7
→ 2、丁)をのべる。次に和と差の解説をする。そこではさらに:根号部を
そろえて式を簡単にする仕方ものべられる。さらにその他の変形について

解説が加えられる。例としては、「ア(.~ア +3)のかっこのはずし方,、フ /
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、了 =、 lo/5と いう分母の有理数化の手続きが内容としてあげられ
る。節の終りには豊富な練習問題が用意されている。

④ では無理数という数があることを示し,あわせて有理数の解説を行

う。また双方を小数で表わすことにより,循環小数が否かとぃう,無理,

有理の数の性質の差を示す。               _
以上の4節につづいて学習内容の全体にわたる練習問題が与えられる。

3.学習目標と学習課題                   :

(1)学習目標

学習目標は,教科の内容に即した認知的目標と,それ以外の態度的日標

とに分けられる。認知的目標は指導書には指導日標の形で示されている。

しかしそれはさらに,学習者の立場に立っての学習目標として具体化され

る必要がある。先に示したこの教材での指導目標は,次のように学習目標

の形に翻案できよう。

学習目標 (認知的側面)

①平方根の意味を理解する (指導目標①に対応):            '
②平方根表を使って近似値を求められる (指導目標②の前半に対応)。

③平方根の計算及び平方根を含んだ式の計算ができる (指導目標②の後半に

対応)。                             ‐

④無理数についての理解を深める (指導目標③に対応)。

一方,態度的目標はその内容が多様である。各学年の指導スーテップに応

じて身につけさせておきたい行動,態度とか,教科内容に密接にかかわる

学習態度とかがある。その分類は杉江 (1982)で論じた。ここでは2つの例

をあげておく。

学習目標 (態度的側面)

①持続的に課題にとりくむ態度を身につける。

②分るところと分らないところをはっきりさせ,互いに教えあえる。

(2)学習課題

以_Lの学習目標は,で きるだけ児童生徒に明らかな形で示きなくてはな

らない。教師だけがそれをえ、得ておくのではなく,学習者もそれを予め把

握じ理解していることが,学習の方向づけ,動機づけに必要なのである。

学習者が最も把握しやすい学習目標の形式は,そ れを課題の形に示すこ

とだ。バズ学習が課題づくりを重視するポイントの 1つ はここにある。学

習‖標の課題化は,そ の作業の過程が学習内容の精選にもつながる。これ
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も課題づくりの重要な意義であることをつけ加えておきたい。学習目標の

課題化の手続きについては杉江 (1984b)に示した。

ところで,態度的な学習目標を課題化することは難しい。これはほとん

どの場合,先に示したような学習目標の形式のままで学習者に示される。

一方,認知的学習目標は,そ の多くはちょうどテスト項目のような形に翻

案される:各学習目標の達成の程度は,可能なかぎり学習者自身と指導者

双方によって測られねばならないことは評価の基本である。そのためのデ

スト項目を学習課題とすることで,児童生徒は極めて具体的な目標,すな

わち到達すべきゴールを示されたことになる。

彼らには次のような教示を与える。「次に示す一連の問題 (課題)がすべ

て正解したならば,平方根の基本的なことがらは分ったといえる。した

がって,それらの問題にすべて正解できるように今から勉強する。」

なお,教師が上のような教示を与えることができるためには,個々の課

題の解決が本当に学習目標の達成につながるものでなくてはならない。幸

い,算数,数学の教科書には,解説の後にほとんど必ず練習問題がついて

いる。それを参考に課題づくりをすることは, しばしば有益かつ効率的で

ある。もちろん,教師の教材観に即して課題をつくり出すことが必要な場

合もあるだろう。

まず,認知的学習目標 4つを課題化してみよう。これは単元全体の目標

にかかわるので,単元課題と呼んでおこう。

単元課題

①平方根の意味をのべよ。

②平方根表を使って次の平方根の近似値を求めよ。

、55.4

③ 次の式を簡単にせよ。

(1)、 7× 、T        (2)、 7■ 、下

(3) 、200 + 、8                 (4) 、.27 - . 12

0手 +手    o√ 一浮
(7) 、 10 ÷ 、5 × (一 、2)       (8) 、 125 - 、80 + 、20

④無理数と有理数のちがいをのべよ。

この 4つの課題がすべて正解できれば,平方根の単元で学ぶべき基礎的

な事項は修得できたと判断されよう。しかし,そ こに至るにはさらに下位

のステップが必要となる。したがって,単元課題の解決につながる一連の

下位課題の系列を設定しておかなくてはならない。日々の授業での実際の
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教材は, この下位課題が中″とヽになる。毎時のド位課題へのとりくみを通し

て単元全体の理解を徐々に,組織的にすすめてゆくことになるのである。

平方根の単元では, 1案 として次の下位学習課題をステップに学習をす

すめてゆくことができよう。

下位学習課題 (Tと略)

Tl:平方 (2乗)す ると次の数になる数を求めよ。

(1) 36

(5)0

(1)5

(2) 0.25    (3) 1       (4)

(6) 2        (7) 一‐9

(2) 0.9

‐６

一
４９

T2:A。 次の数の平方根を根号を使って表わせ。

(3)=   
“
)100

B。 次の数はいくらか。

(1)、 64   (2)一 、81  (3)、 面 丁  (4)一

T3:次の各組の数の大小を比べよ。

(1)、 12と 、17  (2)、 20~と 5 (3)、 2と 1.5

T4:次 の数直線 Lの点 A,B,C,Dの表す数を,それぞれ下の数から選べ。

A  B C D

-3 -2  -1  0  1 3

~ヽ
1

T5:平方根表を用いて,次の平方根の近似値を求めよ。

一３

く以_L,学習目標①に対応〉

(2) 、8     (3) 、50    (4) 、72.4

(5) 、5.54     (6) 、55.4

T6:A。 次の計算をしなさい。

(1) 、 10 × 、40     (2) 、45 ÷ 、5

B。 次の数の近似値を,な るべく簡単な方法で求めよ。

(1)、 3X、 8  (2)、 3÷ 、2

く以 学習目標②に対応〉

~の
外にある数を、 OIlrl:Ar'LJ"

(1)2、 5   (2)

B。 、
~~の
中の数ができるだけ簡単になるように,、

~~の
外に数を出せ。

(1) 、8      (2) 、24     (3) 、48     (4) 、50

(1)、 5

(5) 、200    (6)

T8:A.次の数を分母に、

一

ヽ
‐８

一
３

６

一

ヽ
２４

拝

を遮、く

、2

、5

まない形にせよ。

0岳 0１
一
ヽ
７

　

・７ ÷

は
　
　
Ｂ
．
Tの近似値をなるべく簡単な方法で求めよ。

４

一
９
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T9:次 の計算をせよ。

組)寺÷÷
Tl。 :A.、 2+、 3=

きさを比べよ。

0寺×寺 0;×■×
=、τを してょいか?下図を見て,√ア +、 3~と 、下の大

＼
、ジ
／

けル
　
‐‐、、＼

「

イ

B.2,2+3、 2=5、 2と してよ

Tll:次 の計算をせよ。

(1)8.6 -2、 6     (2)

(3) 4、 3  + 6、  3  ‐- 3. 5  (4)

T12:次 の計算をせよ。

(1)5.丁 ― .可丁      (2)

(3)、 3(1 - 、3)      (4)

(5)(2、 3+3)(、 3-1)(6)

512-7、 2+ず 2

-5.2+3.3-.2

vT+÷
(.25+v20)÷ 、5

(、 2 + 1)2

〈以 11,学習[1標③に対応〉

一３

A。 次の数のうち,根号がつかない数できっちり表せるのはどれか。

(1) 、 10     (2) v 100     (3) 、 1000     (4) . 10000

0馬 ⑥
島

B。 次の数の近似値を平方根を利用して求めよ。

(1) 、
~500   (2), v.0.05   (3) ,5000   (4) ,0.5

〈以上,学習日標②,③に対応〉
T14:A.有 理数とは何か,無理数とは何か。また小数で表わしたとき,そ れらに

はどんな違いがあるか。

B。 次の数は自然数:整数,有理数,無理数のどれか。

(1)-1

(5)-0.12

(9)1+・
`2

(2) γ
′25~ (3)

6)=  (η
0      (4),7

1.272727・・・ (8) π

〈以上,学習目標④に対応〉
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4.プ リテスト,ポストテストの作成

(1)プ リテスト,ポ ストテスト

学習指導の直前に行うプリテスト (事前テスト)は,学習者の学習前の,

学習内容の修得の度合いを測るための用具である。 レディネスを吟味する

前提テストとは別の意味合いをもつものであることは明らかにしておきた

い。

したがって,そ の項目は学習内容に即したものでなくてはならない。す

なわち,先に示した下位課題をそのままテスト項目にすることが原則とな

る。ここでは,学習指導の改善に役立つ評価情報を集めるのであるから,

差のつく項目を入れるなどの配慮は全く必要ではない。学習者全員が満点

をとることが目標なのだ。

項目づくりの原則は先にのべたとおりだが,教材によっては自由な発想

に基づく工夫も必要となる。その具体的提言は杉江 (1984a)でのべた。ま

た,テ ストとしての様式をそろえるための多少のアレンジが必要になる場

合もある。本資料で扱った教材では論文末に示すようなプリテストを例と

して示すことができよう。

ポストテスト (事後テスト)は,そ の内容がプリテストの項目と対応じ

ていなくては,そ の機能を果すことはできない。本資料の教材の場合は,

プリテストの数値を変える程度の修正は可能である。

なおプリテストは,単元見通しを学習者に与えるステップで,そ のため

の教材として使うこともできる。テスト項目が学習内容である課題とすべ

て対応している場合,プ リテストは課題提示の教材ともなる。ただし;後

に示す本資料でのプリテストは,学習課題との関係がいりくんでいるの

で,そ のような活用の仕方はできない。           ‐

プリテスト,ポ ストテストの結果は教師が S一 P表などの形で整理して

おくことが望ましい (杉江 1984C参照)。

(2)転移テスト

学習後には転移の側面も評価したいという場合が多い。応用問題と従来

呼ばれてきている設間は, しばしば成績に差をつけるためのものとして用

いられてきた。しかし,それはむしろ転移力を測定する設間として捉え直

されるべきであり, したがって結果の整理にあたっては,ポ ストテストの

諸項目とは別立てに集計し,転移面は転移面だけで評価できるようにしな

くてはならない。旧来のような,ま とめての集計では結果を濁らせてしま

うことになる。
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(3)態度酌iの評価

態度的「1標は,その達成の程度を客観的に評価することが難しい。しか

し,教師の観察,児童生徒の自己評価,相互評価など,何らかの工夫によっ

て指導過程の中で機会あるごとに,形成的な,総括的な評価活動を行うべ

きである。その際の評価の視点.項目は,日標達成の程度ができるだけ十

分に反映されるように検討して作成されなくてはならない。具体的な方法

例は杉′1:(1984C)に 幾つか紹介した。

5.学習指導の計画一課題の配置と授業の流れの概要

さて, 以 11の準備にもとづき, これを 15時限に配置すると次のように

なる。例として′Jtそ うの

第 1時 :プ リテストの実施。

単元見通しのための教師の解説。

平方根の意味についての導入的解説。

第 2時 :Tlに とりくむ。

T2の A,Bに とりくむ。

第 3時 :T3に とりくむ。

T4に とりくむ。

第 4時 :T5に とりくむ。

T6の A,Bに とりくむ。

ドリル (教科書の練習問題)

第 5時 :T7の A,Bに とりくむ。

第 6時 :T8の A,Bに とりくむ。

T9に とりくむ。

第 7時 :T9ま での形成的テスト。

第 8時 :Tl。 のA,Bに とりくむ。

Tllに とりくむ。

第 9時 :T12に とりくむ。

第 10時 :ド リル。

第 H時 :T13の A,Bに とりくむ。
ドリル。

第 12時 :T14の A,Bに とりくむ。

第 13時 :ド リル。

第 14時 :ド リル。

第 15時 :ポ ストテスト。
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6。 学習指導の計画一 ポイン

5で示した学習指導の内容を,

どのような手続きを用いるかを,

をあげよう。

〈第1時限〉

(1)本時の学習課題の確認。

(2)Tlの提示。

(3)Tllこ椰鰐||に とり (5分 )

(4)Tlに グループでとり
(10//))

(5)グ ループ発表,討論。 (10分 )

卜となる時限の指導案

具体的にどう授業としてくみたてるか,

ポイントとなる幾つかの時限について例

* 課題系列中の位置づけ及び該当する
教科書ページ又は資料の確認をする。

* 教科書を個別に読んで少なくとも理
解の端緒をつくる。机間巡視により,

教師は生徒が熱心にとりくむように指

示する。課題解決の援助はしない。

* バズにより相互に理解の促進,援助
を図る。教師はバズの仕方を指導,課
題解決の援助はしない。

* グループ単位で結果を発表させる。
特徴的な誤答などは(4)の机FFJl巡視で

見当づけをしておく。

* 核心的なまとめを行う。

* 解答の確認と非正解者への援助。
* ポイントを絞っての解説。

(6)教師のまとめ。
(7)T2の掲示c

(8)T2に個別にとりくむ③

(9)T2に グループでとりく

(10)教 師のまとめ。

(5分 )

(10分 )

(5分 )

(5う))

学習指導活動 指導のねらい

ス

　

ハ）

テ

む

プリ

リく

卜配布。個別にテストに

(5分 )

(2)単元見通しのための教師による

解説。
0学習課題の提示。

(35分 )

○学習スケジュールの説明。
0プ リテスト又は教科書を用いて

の,学習課題の相互関連性の解説c
O場合に応じてグループでの確認,

問答法等も入れる。

(3)平方根の概念の導入的解説。
(5分 )

(4)単元単位での学習課題の確認一
バズ。

(5)プ リテストの回収。

(5分 )

(理解度,満足度などを質問紙で調

査することもよい)

学習前の内容の修得状況の評価 (教

学の場合,ほ とんど正解が得られない

ことが多いので,必ずしもプリテスト
に長時間を費す必要はない)。

学習者の学習目標を単元単位で把握

させる。学習目標は課題の形で明示す

る。課題の構造 (関連性)も十分に認

識させる。教師の技量の問われる所で

ある。課題提示の仕方 (プ リントの活

用など), 把握のための学習形態 (グ

ループの活用)などの工夫も必要であ

る。

図を用い,平方根の具体的把握の方
向づけをする。

教師が採点し, S一 P表に整理する

(採点は場合によっては自己採点をす

ることもある)。

〈第 2時限〉
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く第 7時限〉

(1)テ ストの配布         |* 形成的評価と補習の機能をもつ。

忠 製酵縁轟魯.卜 爆皇,颯

視 °%わ

|*緞 問畔 習護 と明 応を明い
生徒の自己採点。    (20分 )| にし,生徒が自己診断する機会を与え

る。

(4)テストの回収。

〈第 10時限〉

(1)ド リル問題の指示。      |* 計算力の向上を図る。
(2)個別にドリルにとりくむ。

一部解答)と 解説。  (10分 )1 考に介入しない。ttJら、なとりくみ,ス
ムーズな相互作用の方向づけを行い,

机間巡視を通して解答,解説のポイン
トを絞る情報を集める。

力 ¨ プで
…
珪 」Tal*略 確 認と非正轄 へ曜 晩

教師による解答 (ポ イント縁隊電 |*教 師に のステップ以外は生徒の思

〈第 14時限〉

(1)ド リル問題の提示       |* 前時のドリルの残りの実施
(2)個別にドリルにとりくむ (10分 )
(3)グループでドリルにとりくむ

(10分 )

(4)教師による解答と解説  (5分 )
(5)教師による単元全体の総括的講 |* 単元全体の学習内容をぶ、り返り確認
義          (25分 )| させる。学習内容が今後どう発展,応

用されるかに触れるのもよい。

最終時の 1つ前の時限は,単元全体のまとめの講義を教師が行なう所に

重点を置く。この教材ではドリル量が多いことが予想されるため,講義の

時間が短くなりそうなのが残念である。教師の講義後,定着を図る確認バ

ズを入れることもできる。

〈第 15時限〉

(1, ポストテストの実施   (40分 )|* 学習後の修得状況を評価するため。

|]T奮 1見昌橋
点

        |* テストは回収後 S― P表に整理をす
る。できるだけ早く返却をする。

7.ま とめ

この資料によって,バズ・単元見通じ学習方式の概要の一例を示すこと

ができたと考える。内容としては,単元見通しを行うステップの導入だけ
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でなく,それを効果的ならしめるための指導手続き (た とえば,教師と生

徒の出番のメリハリが非常に明瞭であることに気付かれるだろう)や,評

価活動を単元単位でまとまりあるシステムの中で考え,配置したつもりで

ある。

ここではまた,教材に即した指導過程のバリエーション (た とえばドリ

ルの時限の設定など)も含まれている。そこには,バズ・単元見通し方式

には唯一の動かしがたい定式があるのではなく,そ の主旨をくみとったう

えで授業に具体化していく主役は教師なのだという,当然のことがらが反

映されている。教材や生徒の特性に応じた教師の主体的な授業計画は,教

師の最重要の仕事である。

さて,本資料作成にあたっては,教科書並びに指導書の内容を軸とし,

それを大きく変えることはしなかった。したがって,授業内容のくみたて,

教材観については異論も多いかと思う。この資料は教材解釈の面には立ち

入らない構えで作成した。あくまで単元単位での指導案の一モデルを示し

たにとどまるものであることを断っておきたい。

なお, この資料の教案部分は 1984年 3月 に広島県豊高校区教育推進協

議会主催の研究準備会で,豊浜町立豊浜中学校教諭鳥淵忠彦氏と協同して

作りあげたものを基礎としている。また実際に授業もしていただいてい

る。授業結果については記録が不十分なため報告できないのが残念であ

る。鳥淵氏, さらには研究機会を与えて下さった豊高校区教育推進協議会

を中心的に運営された諸先生に厚くお礼を申しあげる次第である。
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≪プリテス ト>

1.次の数の平方根をいえ。 (Tl)(T2の A)

(1) 25      (2) 0.16    (3) 1

(5)0 (6)3 (7) 0.6

次の数はいくらか。(T2の B)

(1)、 1頭「    (2) -1121 (3)

次の各組の数の大小を比べよ。(TD

(1) 「π],ギ 11    (2) 6,.'30

4。 次の数値線上の点 A,B,Cの表わす数を,それぞれ下の数から選べ。(T4)

A       B    c

-3  -2  -1   0 1      2     3

ヽ 1、下 ,一γワ ,vτ ,

5.次の間に答えよ。

(1)ギ
~~の
外にある数を,′

~の
中に入れよ。(T7の A)

①おτ ②手

９

一
３６

２

一
５

４

　

　

８

ギ爾 o―¬辱

(3) 1.7,√ 3

(2),~の 中の数ができるだけ簡単になるように,

(T7の B)

① ,7 ②
馬

(3)次の数を分母にv‐
~を
も、くまない形にせよ。(T8の A)

①
寺  ② ÷  ③ ÷

次の計算をせよ。(T6の A T9,TlL T12)

~の
外に数を出せ。

9)v.τ ÷ 、τ

(4)一 .マ丁 ÷ .了

0÷ ×寺
(8)8.τ -3.7-7,了

(10).20 - .45 - .丁

(12)、 7(2-、 2)

(14)(、 3 +2)2

(16)(3、 2~■ 、3)(5、 2-2、 3)

(1)ギ丁 × γτ

(3).8× (一

(5)、 6 ×

(7)7、 3 -

(9)、 50 -

(11)2、 3 +

.2 
÷

5.3

、18

6.
、3

、7)

1)(、 5

一３

(13)(、 49 +

(15)(、 5 -

一７

　

Ｄ

次の数は自然数,整数の有理数,無理数のどれかc(T14の B)

(1) 一-2   (2) 、9   (3) 0   (4) .3   (5) 一-0.52

(0= (7)3.161616.… (8)π  (9)2■ 、~5~
下の平方根表を使って,次の数の近似値を求めよc(T5T13)

(1) 、‐3.16   (2) 、31.6   (3) 、0.0316   (4) 、316000
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l。81711.819

1.847

32

1  33

5.675

5,857

1.8001 1.8031.7921 1.794

3115.568

3415。 831

5.595

倉9

1.808

．…
一
‐・７８６一‐・８‐４一‐・８４‐一‐・８６８一闘

1.82811.8301 1.8331 1.8361

h8551L857i 1.860

■8761■ 8791■8&卜8841 1.8871

5.577 5.586 5.604 5.61215.621 5.63915,648

5.657 5.666 5。 683 5.692 駐7鋭 1剛 0 5.718 5.72715.736

5.745 5.753 5.762 5.788 i s roz 5。805 5,81415.822

5`840 5。848 5.865 5.8741 5.882 5.891 5.8991 5.908

5.916 5、925 5。933 5。 941 5。 950 5.95815.967 5.975 5。 9831 5,992



レ ク チ ャ ー
フ ォ ー ラ ム

い ま 教 師 に で き る こ と



しヽ」ヒ教 師 |こ で き る こ と ― BAZU学 習 か 嘔Ьo嘉 證慶書

司会 塩田 芳久

いま教師にできること→それは、端的にりえば、これまでの授業 (教科指導)のあり方
を徹底的に見直し、人間関係を基盤とする新ししヽ授業を子どもたちとともに創造すること     れ
であるとしヽえます。

臨教審の教育改革案も論議を重ね次第に最終答申に近づきつつあるときいております。      .
教育制度や行財政の改革もさることながら、最もキーポイントとなるのは子どもたちの教
育に直接的なかかわりをもつ先生たちの教育や指導に対する認識と姿勢の変革にあるので
はないかと考えられます。

児童生徒の非行・暴力◆しヽじめ等の多発はいまや大きな社会問題となつております。学
校ではその応急的対策に追われて魯ヽることでしょう。この問題の抜本的な解決はけつして

容場ではありません。しかし、それがしヽかに困難な仕事であつても、われわれ学校の教師

‐に可能なかぎりの努力が求総ら机るのは当然のことだと思われます。
そこで、 卜 まヽ教師にできること→BAZ嘩習研究からの提言』としヽうことになりますが、
こ機から3人の先生方にその提言をおながもヽしたいと思しヽます。
司会者があまりおしゃべりするのはよくありませんが、若干時間をいただいて、BA副学
習研究の狙むゆ 特徴につしヽてお議しておきたいと思しヽます。
独謝学習研究の狙いあるしヽは特徴は、教師と児童生徒および児童生徒相互の人間関係を
基盤とする包括的統合的な教育方法論を確立することにあるとしヽえます。その理論的基礎
には科学性、一員性、統合性という3つの視座を設けております。
“誡醐学習"という言葉は、殆んどの先生方はご存知のことと思われますが、その狙い
や理論的基礎や具体的な方法論については意外にご理解いただけてなむヽようにみえますが
0ヽかがでしょうか。

以下、これらの問題につしヽて、その要点を列挙することにしましょう。

1)教師と児童生徒の尊敬と信頼関係、児童生徒相互の親和と協力関係を重視する。
(準拠人と準拠集団の概念)

2)適切な学習課題をつくつて、それらの課題を<個人→グループで情報交換→学級全
体で情報交換→教師による補足修正とまとめ→個人またはグループで確認>の一般的手順
によって解珠に取り組む。

3)学習目標には認知的目標と態度・価値的目標の2つを設け、両者の同時達成をはか      4
る。 (同時あるいは付随学習の原理)

4)フィードバック機能としての評価を重視する。そのためにプリ,ポスト・テスト方
式を採用する。この方式を採用するために単元を単位とする学習計画を工夫する。

- 32 -



5)単元を単位とする指導 (学習)計画は、これを単元見通し学麗と呼び、<プリ。テ
スト→学習課題の一揺提示と児童生徒たちとの共同による学圏計画→課題10203……
への取り組み→教師の補足修正と載と機→児童生徒の確認→ポスか。テスト (ァチープメ
ントと参加度測定)の実施→必要に応じて補蒐指導>の一般釣方式を設定する。

6)バ ズ・グループはあくまでも学級集闇のサル グループであり、そ通での学圏ll■
つね饉学級全体の学習を指向してしヽ各。したがつてグループ鶴に競争事態はみられなもヽ。

7)児童生徒とともに新しむ畷 業者創造したもヽ。そのためには教師の新しいェ夫や試み
は、事前に児童生徒にその意図をよく理解させるとともに、適当な時期にかれらの体験鍾
もとづく意見をきき必要な修正あるもヽ鐘改善を加ぇる努ヵを怠つてはならない。

3)人間の差異性よりも類同性や共通性を強調したむヽ。このことは児童生徒の鰯人差に
注目じすぎてかれらの人間としての類同性や共通性を見落してはな場ないことを意味する
と同時に、個人差と個性を混同する誤りを犯してはならないことをも意味する。

9)教育や指導には科学や技術をはるかに諄えた部分がある。ことに分化が強調され分
化が進みすぎると、教育や指導における一貫性ゃ統合性が失われ成果よりもマイナス状況
のおそれさえでてくる。

10)これまで述べてきたBA酌学圏の理論や方法は、四半世紀以上にわたって現場の多く
の先生方と共同して積みあげてきた貴菫な研究成果 (アクション0リ サーチの成果)の機
要である。今後ともこうした研究を重ねてさらに大きく発展したしヽと顧つている。
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ノミ5ゼ髭講彊雪顧移菫議理獄

稲沢女子短期大学

永丼 辰夫

<教育の現状>

危機的事態に対応する教師の役割として、今こそ「何をなすべき」であり、「何ができ
る」かを模索すべきである.そのために、バズ学習から、いくつかの提言をしたいと思う。

<教育体制の再構成>

知識や技術の指導に片寄り、人間づくりを忘れ、教育の目的や目標をないがしろにした
学校を見受ける。テスト教育や偏差値教育に拠る、学校の教育体制は正されなければなら
ない。

バズ学習は、決して新しむヽ理論でも、特別な教育方法でもない。ただ当り前のことを当
り前にやっている、ごく一般的な指導方法に過ぎない。即ち、教育の原点に立つて、教育
の目的や目標とするものを、教育や指導方法の中に、しっかりと組み込み、位置づけて、
教育体tllの再構成をやつてきたのである。

<競争と協同>

臨教審の「教育の自由化J◆「教育の活性化Jや、受験競争を余儀なくされた学校では、
「自山競争の原理」が採られて鬱ヽるようである。学習の場に必要以上の競争や賞罰が採ら
机ると、臨己の鎧得を、行動や判断の基準にする人間につながり、対立と抗争の中で、優
者と劣者の懐くマイナス面をもたらし、教育が目的とする人づくりにはならなしヽ。
バズ学習は、教育や教育方法において、競争よりも協同や相互援助による、自主、自発
的な学習を重視し、教育の目的を実現するために、競争よりも協国によう学習を採り、そ
り擾位性を実証してきた。

<結興と過程>

学習は、学習者による自発鈎な自己活動のプロセスであるにもかかわらず、通常行われ
てもヽる学囲では、学習の結果として獲得される知識や技術を、教翻主導の態勢で注入され
ている。

バズ学琶では、学習の過程で、自ら学び、自ら造る学習の方法や技術、或は学習態度や
心理的諸能力を修得させ、その結果として知識や技術が獲得されるようになつてしヽる。

<学習と人間関係>
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従来り学校における指導体制は、知識や技術は教科指導で、生活指導は教科外活動でElj
々に行われてきた。競争を療理とした教科指導で失われてきた人翻関係を、教科外の議溝
動で取り戻すとしヽうことである。こ鋤ような人間躍係の重要性を発落した教科指導の態勢
が、学習指導や生活指導にどれ程の悪影響を与え、人麗形成を握つてき難か鐘言うまでも
礎蔵むヽ。

バズ学習は、教科学習における人間関係の意義を積極的に認め、学力を伸ばす指導 (教
科指導)と人間関係を高める指導 (生活指導)の統合を圏指す指導体制を確立してむヽる。

<統合を目指す学習体制>

人間関係さえ高めれば、ひとつでに学露成果があがり、学習成果を必ずれば、人爾閻係
も勝手鍾よくなる程統合は容易なもりではな鬱ヽ。二つの原理は矛饉はしなむヽガ完全鍾合致
するものでもない。したがって統合には努力が要るわけである。
○個人の学書と集団過程の統合

学続の教育は、集団態勢である。学級にあける鸞人の予習過程は、教節を含鍛た学級の
相互作用による集団過程でもある。ここで個人と集慇の関係を続―的に理解し、最鷹する
ことなく、相互鍾関係づけた包播的な方法による指導体制をとらなけねばならな鮨ヽ。
O個人の発達と集置の成長
個人鋤学習への動機づけは、競争や賞罰ではなく、社会的欲求によつて行う。その歓求
は集国で認められ、調整される集轟過程を迪らせる。このように、一人ひとりが発達して
しヽく過程は、学級が学習にとって、望まししヽ集団として成長してしヽく過程紅見ることがで
きる。

○髄別化。個性化と集団過程

濾人の学習は、個Blj化によつて促進される。それを独立鈎銀行わず、種亜難%の選縫で、
穏Å量考として組み込み、さらには、集団事態0率で、一人ひとり

「
主体鑢鍾、わ釉又発

で創造的な、相互作用によつて、学習者鈴個性をひき饉し、統合された学冒を成立させる鑢

<統合鍾よる包括的な学習指導過程の典響>

学校の教育は集団態勢で行われる。集爾懇勢の学量は、先ず学習園標を設定し具体化す
る。通とでは学屏者が、潔知的と態度錢な鰯標犠把握し、単元を見通せるように学判講繭
なたてる。学習課題への取り組み働援助と鐘導鍾ついては、準備的な段階として、鷲入鶉
な学冒や思考を行しヽ、グループ金鉢で協爾して多繭的費富な情報を交換し、主体的で蟻曲
かつ白発的な相互作用によって、議題解決への組織イヒを行う。教師は補遷修正とまと機な
行い、学習者は確認を置人とグループで行う。特に相互作用勢邁程では、各人の出己実理
を振動し、個性豊かな人間性と人間関係を育てるよう心がける。最後の学晉効果の評価で
は、ポストテスト、自己評価t相互評価により目標達成状況を検討し、その結果を状鐵に
応じてフィードバックさせる。

(参照 :学習指導過程翁分析モデル)
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教 授 学 習 研 ~_と バ ズ 学 習

名古屋大学教育学部

梶田 正巳

1.学習と指導の基本釣性質――問題解決行動

2.問題解決行動に影響するもの一一学習や指導に対する個人の価値判断

3.価値判断は言い換えると一―学習や指導に対する教師や生徒の信念 (の体系)

4.信念は、学習や指導の経験によって形成・発達する。

5。 「バズ学習Jは、論理的に洗練された学習や指導の信念の体系

6.教師や生徒には、だれにも個性的な信念の体系がある。

7.われわれの個人的な信念と「バズ学習」という理論的な信念体系を区別する。
区別するために :個人的信念=パーソナル・セォリー (P丁 )

バズの理論的信念体系=<バズ学習理論ン  と呼ぶ。

8。 <教師や生徒>と <バズ学習理論>との関係は?

学校のフィールド

生徒 (P丁 )←→生徒 (P丁 )
|   |(学習)
[学習課題]

|   |
生徒 (P丁 )←→生徒 (P丁 )

↑ (指導)

教師 (P丁 )

ノ  ゝ 参照・吸収
教師 (P丁 )←→教師 (PT)

(相互作用)

9。 図の説明――現実に学校で起きている<バズ学習>の実践状況を図式にすると。
(1)どの生徒も自分の<ものの見方・考え方>、 つまリパーソナル・セォリーに
基づいて、学習課題に取り組んでいる。
(2)どの教師も自分の<ものの見方・考え方>=パーソナル・セォリーにより、

バズ学習理論
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生徒を指導し
。
ている。

(3)<バズ学習>を実践する、ということは、理論体系のくバズ学習理論>を吸
収・理解し、かつ、自分釣授業で実験してみることである。

(4)知的に理解するだけでなく、出分で<トライ>してみることが肝′か!
(3)<ト ライ>することにより、くバズ学圏>をジツクリと麟 できる。
(6)十分な経験が蓄積されて初ぬて、<バズ学習>の <真機>が分かる。
(7)ヤツテみなければ、何も分からなしヽ 1。
(8)こ うなつた時、教師の中に<自分のバズ学習>が確立される。
(9)<自分のバズ学習>は、彼のパーソナル・セオリーになつたのである。
*(10)ヤ ッテみる=問題解決鈴経験を積んで、自分の血ぬと化した<バズ学習>が

できあがる。

10。 一般化すると :教師が実際の問題解決行動を通して、積極的に経験を積むことがパー

ソナル◆セオリーの成長・発達には欠かせない。しかも、あまり凝り固まらなしヽ、自

己防衛的にならなむヽ、ことが必要 !。 なお、<実際の間題解決行動>による学習・研

修というのは、On the Job Traini閲 (0」 T)である. “私はこうして問題を乗り越えた"

とか、 “ここでアンナやりかたをしたので失敗したのではなむヽか?"、 というような
経験鋤交換をしてはどうだろうか。

11。 参考文献 (上記の発表に直接に関連して)

塩田芳久・梶田稲司「バズ学習の理論と実際」黎明書房 2200円

塩田芳久◆横田證真「バズ学習による授業改善J黎明書房 2400円

梶田正巳「授業を支える学習指導論―PLA丁丁―」金子書房 15∞円
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今 C≫藤鐙 下亀襲逗墜轟き 発 プ武ズ J響罐饗

春日丼市立 中部中学校
校長  荻原 蒐嶽

(1)「教育とは何かJを聞うために

「教育は社会化への過程である」としヽえる。非社会的な児童生徒たちを社会化すること
が教育命機能であり、目的でなければならない。だから私たち翁仕事は、社会生活に適応
してもヽける人れの育成であり、さらにいえば、自己の力で自己の道をきりひらくことので
きる人%の育成であるとしヽうことができる。
そう醤ヽう人置を育てるたあに、私たち教師は何をしてやらなければむヽけなもヽのか、無自
党であっていをヽはずがない。そこで私たちは「教育とは何か」「学力とは何か」を聞いな
がら、教育実践上の理論や方法をバズ学習に求ぬてきたわけでぁる。

(2).集団的事実を趙識するために

たしかに学校では、一人の教節が多数の児童生徒を指導している。だから考えようによ
つては、学校なりヽ修学級は個人の集合体であり、教師によって大量生産がなされているこ
とになる。そ通ではどうかすると、学級の成員は他人と競争し、押しのけることはあって
も、他の人々と協力し、集国としての場のヵで個々の人の学雪を助け合つたり、お亜むヽの
んで磨き合うことはなむヽ。これは、これまでな辟く続いてきた教育翁場で、だれりもか経
験してきたことでぁった。学鑢 翁力ざ、種々勢学腑 量の力を伸ぼすような動きを六
論るような馴慮や難導は、伝続的な学碧鐘導翁場では少なかった。
ババ攀渕では、学畿という攘国の場の率で、意図的に、彊量豊後の範最鍮働きかけゃ協
秒範よって、ねぐ翁蠅筐豊鐘の学力や学級集轟全員の学力を高晰てむヽこうとする。だから
その基簸鐘、学な機瑾嚢翁Å凸闘係であり、銃力態勢であり、教え合懇ヽ、はか鋳舎懇ヽ鍛櫂
亜交範轟靱で鰊る。りか紗製のことは、教師不在でもないし、燿人を軽擁まることでもな
い。たしか鍾、量発籠な糧至の働き合讐ヽを強調し、集団の成長を畿むヽ戴するガ、バズ学習
では、伝統的な学霊指導以上姫意図的な教師の指導性を強調する。そして、集団を大切に
すること以上に鸞人を大切鑢する。いいかえれば、学習や指導の場における個人を軽んじ、
鍵爾聞罐の問題鍮みをとつあげょうとぃぅことではない。バズ学習の究極は、やはり個人
を高めることなのでぁる。

テ横教育虚おける集爾とぃぅ場は、まされもな掛事実である。この事実を調識し、その
機議を生かしながら、ょり高むヽ効率と、望ましい教育のあり方を求めて努島する必要のあ
ることは、なにもバズ学習鍾仁ったことではなしヽだろう。

(3)学雪の総合化を進ぬるために

教科指導と生活態導は、本来ガ別のものではなもヽのに、従来翁指導態勢ではこの画者は
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統合のされようがなかった。別々の考え方で行なわれた。重いに孤立した分野だとはだ絶
も慧つてもしヽなしヽが、あるべき一つの理念鍛下で、亜い鍾関連をも亀ながら指導を轟開し
てもヽこうとする努力はたしか鍾希薄であつた。一方では協力や機勢を調き、菫むヽ鍾人の立
場を理解し合える望まし酵彎級の成長を願もヽながら、一方でな饉争的排他的にならぎるを
得ないような学習態勢が、しかも同じ教師によつて、なんの悪慮もなく動長されてむヽる。
全人教育が叫ばれながら、これはひったむヽどうしヽうことなのであるうか。
教弯の分野はまことに多様である。戦務の内容は、一人や二人ではなんともならな等ヽ鐵
ど多鍍である。しかしこれは、議轟上の分学やとりあがら梶る爾訳 事例などがをつ犠の
であつて、教育の本質が多岐にわたって鮨ヽみはずはなしヽりである。多様f進された鎮域の末
端で、亜もヽ紅離反し合うと鐘妙なはなりである.
ここに、教育の統合化をはかる必要がでてくる。続舎とは「一つ鍾まと纏翁わ慧るJと
いう慧鑢だか、たとえばある授業鍾、ぬらゆる教科の学圏曇目を盛りこんで、ひと疲と晰
にしながら鍾導するとむヽうことではな鞍ヽ。いろいろな溝蜀写激して予麗を感じさせな醤ヽよ
うな、互いに鐘麗し合う通とのなひようや、そして、それぞ親の分覇鎮域から教育選標鍾

迫るような、そういう指導態勢をつくること辟まず必要だと憲つのである。
「学力と人間関係」「個人的学冒と集藪的学習J「個人翁発達と集mの成長」とむヽぅ三
つの基本的な性格は、学琶の統合イとを鍛ざすバズ学国の基本的な教育鯉量でもめる。

(蝶 )一斉学雪を見直すた機に

繭Blj学習か一斉学習かということになれば、バズ学習は、当然一斉学習の伸間である。
つまリバズ学習は、一斉学習の効率を高める一方式であるともいえる。だから、何か特財
な考え方をしなければバズ学習には取り組ぬなしヽとしヽうものではなしヽ。しかし、従来の一

斉学麗を通して考えていたことと、バズ学闘がねらってむヽる工ととのね鍾鐵、亜飯ヽ範蛉鮭
りがないとしヽうわけではなむヽ。
一斉学習という漫然とした態勢や形態の申では、あ裁り鍾も大鐵なもヽみ鬱ヽるのヅ素写撼
落とされている。学力を高機ることと待よく協力し合う這となは、必ずりも爾一の学ざ議
動の幸で、同時に求められ鐘しなかった。無心党襲指導が進鍮られて審ヽたのである。な攀
鰊・推簸鋳鍾ならぎるを得な懸ヽような態舞は、必要以上の機越感や劣等感を靱長り、楽し
枠はず0学冒翁場も冷きつたもの銀なって酵ヽたり、な載し難ヽ人鯰形成の芽をもごとってもヽ
危のかもわれを枠。教育の営みは無白hなくり炒しであつてはならな鬱ヽ.
バズ学習では、認知圏標と態度爾標脅爾時に達成しようとする。これは、もともと騨々
のものであろうはずもなむヽ。無なや技畿の鸞得を強議ずればするほど、鐘鷹爾標翁達成ざ
強調されねばならな懇ヽし、態度量標の達成はまた、龍鰺爾標なくして鐘考えら机な場ヽΦ繭
者は一体のものであり、切りなして考えることはできなむヽ母である。
「わからなかったら闘むヽてぷよ。』
「わかつたら説明してみよ。J
「歳ちがってむヽたも数摘してやれ。J

「そして、こんどは爾き役になつてみよ。』
こういう指導をしてあると、わかったつもりの書が、案外わかつてむヽなむヽこと鍾気づく
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ものである。人鍾趙覇ができて、相手をうなずかせることができたとき、はじぬて、わか
つたと評価させた場ヽ。そ翁上みんなつ考えも間ける。鋼進釣になつて思考ざ発轟する。慧

考の拡大と、自己爾整作用、鰺鋳評繭や亀己評価とむヽわれるものが、よくできる者鍾もで

きない者にも、程度の差はあれ、あっとしヽう短時簡翁うちに、一人の例外もなくできる0
である。金量が、横極的に参加せぎるを得なむヽ。少しもぼんやりしておられな争ヽ。すぐ人
ガ識しかけてく番。この籍亜作用は、学習慧議を反らさせな酵ヽし、必然鈎に学彎慧欲な轟
鰺ていく。道うした慧図的な議し合飯ヽは、もはや人間関係を基盤鍾しなければできないし、
この予習講動を通して入聞爾係も枠もけるしく高まつてしヽく。剰知と態度が一体だと参ヽう
0は、こうした慧瞭短おいてである。
一斉学冒とがズ学甕働違懇ヽ ―― それは「学力とは何か」玉ついての、基本的な考えの

違いだとも警ヽえる。

《5》 教科指導と学畿経営の関わりを意図するた機に

学簸ともヽう単位がひとつの学習集団である限り、教科難導と学級経営を鶴り鸞して考え

ることはできな騨ヽ.教育が教師の側から一方的に、あるいll■、数判対児璽生徒の間だけで
行われるものでなく、学級成員相互の間でも行われることを鏡提とするなら、そのどもら
bl睦無視した教育鐘録り得なむヽはずである。ところが、私たちは長しヽ聞この画者を二繭鋳
範考え、それぞ紀の立場で指導しがちであった。教科によつて指導者が変るという藝学校
鍾あつては、な綴のことであった警

勒 営とは、学畿鍾対して連絡をしたり、注感をしたりして、生種指導をすることや、
評撃指J 押援活_1と称せら鑢 艤證滅議絣を鋼滑鍾運ぶことだという受けと輸方をしガち
であつた。だから、教科指導鉱教科担性がすることであつて、学畿鐘任のまつたく爾知じ
た通とではなしヽと枠う鐵 がたしかにある。かともヽって、学綴鐘任ざすべての学習内容に

関与するという意味ではな懇ヽ。学畿で行移機る教育活動鍮効率ガあがるような態勢を整え

ることが、学級経営の眼自であることを私た場は譲議しなけ絶ばならなしヽ。どんな学習に

対しても、単級等のだれしもが、蠅じ学理園標に%かって努力するような態度形成を積極
的鍾押し進める必要がある。学緩担任翁、授業への積極的開与と場ヽうのはそうもヽう意味に
おいてである。

先に、認知と態度は同時に達せられるといつた。それはほんとうでまちがつてはしヽない
が、あらゆる認知に伴う態度の底辺には、学習に対して前向きで、積極的な学級のモラー

ルがなけ机ばならなしヽ。教科担任が0ヽくら力を入れてみても、成熟して争ヽない学級では多
くを期待することは無理だろう。学級経営は、すべての活動の基盤であり、出発点である
ことを忘机たくはなむヽ。

と同時に、教科担任も、自分の授業を通して学級経営に関与していくことになるのも当
然である。バズ学習によつて、その学級や班のもってもヽる特質や問題点などがしヽつそう浮
き彫りにされて、学級経営へのよき提言ともなるし、授業をしながら、直接学級態勢の指
導をしていることにもなる。

教科指導と学級経営 一― ともすると二面雛 考えられあ なこり両者の統合は、バズ

学習を通して、より可能になるだろう。
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(C)学習の効率化をはかるため鍾

授業は学校教育のすべてではなもヽが、学校教育舎大半を占めてもヽることは事実である。

私たちもバズ学習を通して、こ机まで授業の効率化をはかるために、もヽろいろな研究や実

践を積み重ねてきた。その集積は、むヽうまでもなく全国各地にあり、その努力は今も続け

られている。しかし、その方途や技術は、必ずしも画一的ではない。バズ学習の基本的な

ねらいや原理をふまえながら実践することは共通してもヽるが、具体的な展開や形は各様で

ある。とはいつても、実際は大同小異で、驚くような差異のあろうはずもない。それは、

バズ学習を、現象的に、しかも端的にとらえていうならば、学習過程とか指導過程としヽわ

れる中に、児童生徒の相互作用を意図していくという基本姿勢があるからである.

学習の効率化をはかるための考え方や方法の多様化はかつてないともいわれるが、バズ

学習は、その何れにもない独特のものをうち出しているなどとは毛頭思つてもいない.部
分的にはあるものとかなり似かよつており、共通基盤に立つていることも多かろうと思つ

ている。

「学習活動への積極釣な参加J「理解の促進と拡大」「態度の発達Jなど、これらバズ

学習の原理に関わることについては、これまでも随所でふれてきたが、相互作用を意図し

ていくことが、学習のうえでどういう意味をもち、効率化を進めるうえでどうしヽう役割を

果たすかについて、より積極的に認識していきたい。

(7)態勢づくりのために

学校規模の大小によつていくらかは異なろうけれど、全職員が共通の基盤にたつて、み

な同じ方向を向くようになるまでには、特別な切実感がない限りかなりの時間が必要だろ

う。それぞれが思い思いに実践してみても、もちろんそれはそれで効果はあるけれど、学

校の態勢が固まらなければ十分成果を期待することはできない。教師のひとりひとりが同

じ考えをもたなければ、だいいち生徒が混乱を起こしてしまう。「よし、やろうJという
意気ごみや構実感は、そう簡単に生まれてくるものではない。たとえだれかが意欲を燃や
しても、それが幾人かの共感を呼び得ても、なかなか全部に通じるものではない。やはり
一部に過ぎないのだ。ただ漫然とこれまでの学習形態や態勢を反省し、より能率や効果を

高めようといった程度では、はじめから真剣に対し得べくもない。これが普通の姿であつ

て、決して共感しない人が教育をなおざりに考えてしヽるからではなりヽ。あせつてはならな
もヽ、ということを、私たちは私たち参体験を通してつくづく思うのである。
こと教育ともヽう仕事が、一人や二人ではどうにもならなむヽものであることと、教師集団
がばらばらだつたら、到底成果の期待できなしヽことをもう一度思むヽ起してみよう。
「どういう教育が子どもをしあわせにするのか」という問題について、私たちは真剣に

考え話し合いながら、共通理解をし、そ机を共通の目標にまで高めてしヽくことがまず必要
であろう。そして私たちは、その本質を常鍾みきわめながら、教育の近代化をめざして進
まなければならない。

態勢とは、共通の目標に向かい、すべてのことを包括しながら進む姿である。だから、
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鶉党の馨鶴鐘それ写藤囲では昴ってS、 Tなる一つり覇戌主踪を鱚輻けて争ヽくた薇鸞儀鰊
で趾つてはな機ず、学鞭輻数育鐘斃でなり絶ポ跛恣狡ぃだろう。
私た雖能陽は、饂菫豊蝙贔鶴銀鼈饒費鼈りで学y鍾慮り鑢鮨こ≧薮蠍え、な国けていく
Lと密求薇て齢Ъ膊。蝙靱能颯W、 昴やべv鰊⊆求颯ず、始をゆわぜ魃椰蝠をはったならば、
わはなり範ほうなりたはなりが。ね鱚颯餘蓼、烙雉りで勒くこと辟魏し不を、なん位で考
え合う鐘とりすほ薇し,砦、衰ずね鶴枡《栃く躙甕が鰊はだけな9
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